
　　　　エコアクション２１

株式会社　共進土建

　　対象期間　：　令和　4年5月1日～　令和　5年4月30日

発行 ： 令和  5年 6 月 30 日

令和元年度　自社受注工事　（熱海大仁線災害復旧工事）    

　　環境経営レポート
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１．事業所名　　　　　　株式会社　共進土建

2．代表者氏名　代表取締役　土屋　靖志

3．所在地  　     静岡県伊豆の国市浮橋440-2　資機材置場　伊豆の国市浮橋1440-1

　　　　　　  　TEL     　0558-79-0144  残土処理場　伊豆の国市浮橋字大倉1425－1

4．事業内容　　　　

　　　建設業　　　　　　　静岡県知事許可（特-01）第　014822号

　　　建設業の種類　　土木、とび・土工、舗装、しゅんせつ、水道施設、解体、石工事業

　　　産業廃棄物収集運搬　　　第　02201154335号

5．従業員数　　　　　　　15名１5名

6．環境管理責任者及び連絡先

　　　環境管理責任者　　　　　川口　康司

　　　連絡担当者　　　　　　　　Ｔ　．Ａ  土屋　朝幸

　　　※　連絡先は、上記に同じ

　　　エコアクション21認証登録

　　　2018年3月9日　認証番号0012201

7.事業規模

①創業　昭和47年

②事業規模

単位 平成30年度 令和１年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

百万円 322 265 413 358 266

件 元請5　下請5 元請9　下請3 元請9　下請4 元請10  下請5 元請8  下請3

人 17 16 16 17 15

㎡ 186.03 186.03 186.03 186.03 186.03

㎡ 2849 2849 2849 2849 2849

㎡ 8800 8800 8800 8800 8800

8.対象範囲　　　全社、全活動及び全従業員を対象
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工事件数

１．事業の概要

活動規模

売上高

　　　　　　  　FAX　　 0558-79-0612

               Ｅmail      kyoushin@minos.ocn.ne.jp

    （　　自社の収集運搬のみ　　）

　　　更新登録日　2022年3月9日　

所 在 地

従業員

事務所床面積

残土処理場面積

資機材面積

本社



経営責任者：代表取締役　土屋　靖志

　　　・環境経営方針の策定

　　　・必要な経営資源の準備

　　　・環境経営の評価と見直しと確認

環境管理責任者：川口　康司

工事部責任者：　石山　慎一

　　　・環境文書のまとめ、記録・管理

　　　・環境関連の外部からの苦情対応

　　　・環境経営計画の実施と教育指導

　　　・緊急時対応訓練の実施

　　　・問題点の確認と是正処置

　　　・経営責任者への活動報告

　　　・環境経営計画の作成

ＥＡ21事務局：　土屋　朝幸
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2.組織

経営管理者

代表取締役

土屋　靖志

環境管理責任者

川口　康司

工事部責任者 ＥＡ21事務局

石山　慎一 土屋　朝幸

全従業員

　　　《環境管理組織における機能と役割》

　　　・環境経営計画の推進

　　　・環境経営計画に沿った活動の確認と管理



　　　　　　　　　　3.  環　境　方　針

基本理念

　当社は、自然豊かな伊豆半島の伊豆の国市に所在地をおき、土木に関する事業

活動を行っております。環境保全に積極的に取り組み、自分たちの行っている事業

活動が自然環境や地域で暮らす人々に与える影響を考え、環境負荷の低減に社員

基本方針

株 式 会 社  共 進 土 建

代表取締役　土屋　靖志

全員で取組みます。

3.　環　境　経　営　方　針
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・エコアクション活動に取り組み初めてこの数年に於いて、元請工事増加に伴い

各種エネルギーの使用量とCo2排出量が増加傾向に有りますので、環境への負荷の

自己チェック表のデーターを適切に把握し環境経営システムの構築、運用を維持し

改善を進めて参ります。。

・施工量に比例し、コンクリート塊、アスファルト塊等の、産業廃棄物の排出量も

増加してるのでマニュフェストで管理し再資源化の徹底に努めます。

・新規施工現場に於いて、周辺環境、生態系、景観に配慮し着手前に資材、使用機械、

施工方法等、適格な施工計画をたて、技術、生産性の向上に努め安全で法令、条例を

改定　令和2年   5 月 1 日

遵守した施工に取り組みます。

・全従業員の技術、知識を向上させる為、資格の取得、教育、設備等の投資を進め

社員及び、家族が安心して生活をおくれるるよう、環境に配慮した健全な経営の

好循環を基本方針に実績と信頼ある組織の継続と改善を進めて参ります。

制定　平成29年　9月1日



項　　　目 単位 2019年度 2022年度 2023年度 2024年度

実績 目標 目標 目標

二 二酸化炭素の削減 kg-CO₂ 247989.4 240623.8 238217.6 235835.4

酸 購入電力 Kw 7479.0 7256.8 7184.2 7112.3

化 ガソリン ℓ 8228.8 7984.3 7904.5 7825.5

炭 現場ガソリン ℓ 525.4 509.7 504.6 499.6

素 軽油 ℓ 5381.3 5221.4 5169.2 5117.5

現場軽油 ℓ 81417.2 78999.0 78209.0 77426.9

一般廃棄物 ㎏ 68 67.0 67.0 67.0

産廃総排出量 t 601.4 583.5 577.7 571.9

再資源化率 ％ 99.9 100 100 100

水道使用量の削減 m³ 106.0 103.0 102.0 101.0

事務用品のグリーン購入 ％ 100 現状維持 現状維持 現状維持

地域貢献活動 回 2 2 2 2

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
環境経営目標を近年の営業実績状況より精査し、今後の目標値を、22年度実績を基準と見直し

に設定とする。水道使用量はー0.1％とする。環境配慮施工については、現場内容から

23年度より、電力、ガソリン、軽油は3年後迄ー0.2％。一般廃棄物は現状維持とし、

4．　環　境　経　営　目　標

産業廃棄物量は施工状況で削減等が難しいので、実績値を把握し再資源化率を99％～100％

２０１9年度実績値を基準に毎年各項目を1％削減を目標値を設定します。（一般廃棄物は除く）

廃

棄

物

＊購入電力の二酸化炭素排出係数は東京電力2021年度の調整後の排出係数０．４５1㎏ーCo2/kwhを2022年度実績から使用します。

数字による目標設定が難しいので環境活動計画のみとする事を検討しています。

1

二酸化炭素排出量の削減

近年の工事施工状況より中長

期の目標を2022年度の実績値

を基準に設定します。施工現

場事に異なる条件を計画す

る。

現場の作業規模、環境を考慮し工法、工程を工

夫し適切な機械の選定。低酸炭素型やITC重機

の導入。燃料消費量の少ない現場への通勤、資

材の運搬の計画。定期的な機材のメンテナン

ス。

無理、無駄のない重機、社用車の運転、メンテナン

スにより故障や化石燃料削減によるコスト削減、温

室効果ガスの排出削減、従業員の取り組み意識が高

まり技術の向上と安全作業の構築。

環境経営目標、課題の策定、期待するメリット。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　No. 活動目標、課題 　　　取り組み手段 　　　　活動による効果

2

建設廃棄物排出量の削減及び

再資源化率の向上

産業廃棄物量の再資源化率を

99％～100％に設定します。

施工内容の廃棄物の重量を確実に把握し適正な

運搬ルート、車両、処理業者を選定、過積載防

止対策、安全運転の徹底、運転者のアルコール

チェック。資材の発注時工事内容を精査し、ロ

スの低減。

工期短縮、経費削減。再資源化率の向上。毎日のア

ルコールチェックによる法律の遵守。交通事故防止

削減。

3

水使用量の削減

コロナ対策の手洗いうがい

時の節水水道管漏水の定期

点検の実施、又排水時、有

害物質混入防止

現場散水等は隣接する農業用水の利用。手洗い

時の節水の徹底水道管漏水の定期点検実施。

油、薬剤等排水厳禁。

手洗いうがいは優先的に健康優先。コスト削減

水質の確保、水生生物の保護
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4

施工製品の品質向上

各現場の環境、施工条件を

考慮して要求された以上の

品質確保。

設計照査を綿密に行い、構造物施工時の安全作

業と品質精度の再確認をし、規格外品の構造物

の取壊しを無くす。季節の気温や降水等、天

候、現場周囲の環境条件の熟知

現場周囲の方への配慮により安全安心生活の確保に

よる信頼関係の確立委。発注者及び顧客の信頼度向

上で工事の受注拡大。　工期短縮



取組項目 単位 2019年度実績 2021年度実績 2022年度目標 2022年度実績 目標達成率 評価

CO2排出量 kg-Co2 247989.38 136996.72 240623.80 166005.22 144% 〇

電力使用量 kwh 7479.0 8497.0 7256.8 10237.0 70% ✕

ガソリン使用量 ℓ 8228.8 5531.72 7984.30 6625.68 120% 〇

建設現場ガソリン使用量 ℓ 525.4 742.97 509.70 754.73 67% ✕

軽油使用量 ℓ 5381.3 10695.7 5221.40 10222.11 51% ✕

建設現場軽油使用量 ℓ 81417.2 35114.6 78999.00 45690.89 172% 〇

水使用量 ㎥ 106.0 155.0 103.0 178.0 57% ✕

一般廃棄物 kg 68 49 67 67 100% 〇

産業廃棄物総量 t 601.4 107.1 583.0 615.03 94% △

再資源化率 % 99.9 100 100 100 100% 〇

＊評価基準　目標値/実績値での比較　　〇＝100％以上　△＝90～99％　×＝89％以下

産業廃棄物は工事内容に左右されるので再資源化を徹底。

評価及び是正措置

電力は元請工事量が多く特に年度末の事務所ワークや夏季の空調によるもので、照明や

エアコンのエコ運転や出来るだけ残業の削減に心掛ける。ガソリン、軽油の消費は現場

数や通勤距離、コロナ対策で密を控える為、使用車両数の増加の為ですが、トータル的

には目標値を達成はしてますがエコ運転の徹底。水の使用量は夏季の連日の猛暑やコロナ

での手洗いうがいと3月に現場での清水によるCo養生によるもので節水は常に呼び掛ける

 購入電力の二酸化炭素排出係数は東京電力株式会社の2021年度の調整後排出計数　[0.452ｋｇ-Ｃｏ2／ｋｗｈ]を2022年度から使用いたしました。
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5．環境経営計画

目的 区分 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4

〇 〇

　　　　　スケジュール　(月）

内部コミュニケーション

社内コミュニケーション

活動項目

節水シールの標示

長時間不使用のOA機器の節電

令和5年4月

4月慰安旅行

地元公園の草刈り清掃

環

境

教

育
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社

内

環

境

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

社

内

定期的に環境教育を実施する

緊急対応訓練実施　令和　5年  4月 日

グ

リ

ー

ン

購

入

事務用品の購入についてはグリーン製品を購入

廃

棄

物

の

削

減

一

般

廃

棄

物

産

業

廃

棄

物

事

務

用

品

ダンボール、ビン、缶の分別再資源化

＊　重点実施内容

建設副産物の分別徹底による再資源化

建設副産物の運搬時過積載禁止の管理

電子マニフェストの使用を推進し適正に管理

再生材の利用を促進する

＊　重点実施内容

＊　重点実施内容

節

水

上

水

タイヤの空気圧のをチェックを定期的に行う

待機電力の確認

ミスコピー、ミス印刷の消滅

コピー用紙の再利用（裏面再使用、メモ用紙等）

二

酸

化

炭

素

排

出

量

削

減

使

用

電

力

化

石

燃

料

適正な冷暖房温度の設定厳守

＊　重点実施内容

車両、重機の日常点検

LED照明器具の導入

水漏れ点検の実施

＊　重点実施内容

廃棄物の分別を徹底する

エコドライブの周知徹底

重機、車両のエアコンの適正温度の設定

不要物を積まないように努める。

低騒音、排ガス対応の重機を使用する。

＊　重点実施内容



5．環境経営計画

目的 区分 責任者 評価

〇

〇

〇

〇

△

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

△

〇

〇

△

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

川

口

土

屋

石

山

活動項目 実施事項

ダンボール、ビン、缶の分別再資源化 街中のリサイクルステイションの利用

＊　重点実施内容 再資源化の徹底

継続実施

ミスコピー、ミス印刷の消滅

建設副産物の分別徹底による再資源化 現場発生の金属の有価物の分別

建設副産物の運搬時過積載禁止の管理 各現場の責任者選定

電子マニフェストの使用を推進し適正に管

理
現場事に管理

再生資源材の積極利用

＊　重点実施内容

次年度の取り組み

継続実施

継続実施

二

酸

化

炭

素

排

出

量

削

減

使

用

電

力

適正な冷暖房温度の設定厳守
フィルターの定期清掃管理。極端な温度

設定での運転禁止の徹底

待機電力の確認
各自パソコン等の夜間、休日の主電源の

OFF。なるべく残業を控える

LED照明器具の導入 不必要な照明の消灯

長時間不使用のOA機器の節電
使用の少ない電気機器はコンセントを抜

く

＊　重点実施内容
近年の夏季における連日の猛暑日は無理

せず体調優先的に温度設定を行う。

土

屋

石

山

節

水

上

水

節水シールの標示 ポップの貼替、口頭で呼び掛け

水漏れ点検の実施 定期点検、水道メーターで確認

＊　重点実施内容
コロナ感染対策があるので手洗いうがい

の徹底

化

石

燃

料

車両、重機の日常点検 点検簿にて日常管理

エコドライブの周知徹底
ドライブレコーダーを装着、安全通行厳

守

重機、車両のエアコンの適正温度の設定
極端なエアコン運転禁止、アイドリング

ストップ

不要物を積まないように努める。
ETCを装着して有料道路を利用し通勤時

間の短縮、燃費向上
タイヤの空気圧のをチェックを定期的に行

う

給油時スタンドにて点検、各車冬季は冬

用タイヤの数着で安全通行

低騒音、排ガス対応の重機を使用する。 アドブルー搭載の車両、重機の入れ替え

＊　重点実施内容 大規模な土工事は施工方法や適切な

機械の選定

環境ラベル認定品の購入

＊　重点実施内容 ネットにて優良製品の検索

廃

棄

物

の

削

減

内容を確認して印刷

産

業

廃

棄

物

土

屋

再生材の利用を促進する

廃棄物の分別を徹底する
ペットボトル、缶等を廃棄時、濯いで分

別

コピー用紙の再利用（裏面再使用、メモ用紙等） 電子化

継続実施

継続実施

継続実施

継続実施

EA.BCP教育周知　R5.4.7 継続実施

分別で再資源化の徹底
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環

境

教

育

社

内

定期的に環境教育を実施する

緊急対応訓練実施　令和　5年 4 月 7日

環

境

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

社

内

内部コミュニケーション 必要資格の取得の会社サポート

社内コミュニケーション

伐採作業時法面から転落事故発生の想定し

た訓練

川

口

各自エコ活動の情報収集を掲示して内容

の共有

グ

リ

ー

ン

購

入

事

務

用

品

事務用品の購入についてはグリーン製品を

購入

継続実施

継続実施

継続実施

継続実施

継続実施

継続実施

継続実施

継続実施

継続実施

継続実施

継続実施

継続実施

継続実施

継続実施

継続実施

継続実施

継続実施

継続実施

継続実施

継続実施

継続実施

継続実施

継続実施



5．環境経営計画

5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4

　

-8-

環

境

配

慮

施

工

工

事

現

場

川

口

現場周囲の環境を考慮し騒音、振動の配慮

現場周辺に生息する動植物の保護

緑化工事の留意点

建設副産物の再資源化率の向上

スケジュール　(月）

にて円滑な交通誘導を行う。

粉塵を伴う作業は、シートや散水等適切な養生。

雨水排水による現場外への土、砕石等の流失厳禁

協力業者への安全訓練の実施

再生材の利用促進。

交通規制を伴う現場は交通誘導員配置と表示物

従業員への安全作業、法令順守の周知

目的 区分 責任者 活動項目

工事現場周辺住民の方達への工事内容の説明。



5．環境経営計画

〇 継続実施

〇 継続実施

〇 継続実施

継続実施

〇 継続実施

〇 継続実施

〇 継続実施

〇 継続実施

〇 継続実施

〇 継続実施

〇 継続実施

　

目

的

区

分

責任

者
活動項目 実施事項

評

価

環

境

配

慮

施

工

工

事

現

場

川

口

現場周囲の環境を考慮し騒音、振動の配慮
低騒音型建設機械の使用。住宅地

では特に配慮する。

工事現場周辺住民の方達への工事内容の説明。 掲示版で近日の作業内容の報告

再生材の利用促進。 仮設資材の転用

交通規制を伴う現場は交通誘導員配置と表示物
現場周辺地域の環境諸事情に応じ

た適切な対応配慮施工。

にて円滑な交通誘導を行う。

粉塵を伴う作業は、シートや散水等適切な養生。
特に降雨後現場から退出する車両

のタイヤ洗浄

雨水排水による現場外への土、砕石等の流失厳禁
現場全体の地形構造を把握し流末

に沈砂池の設置

現場周辺に生息する動植物の保護 状況で移植や捕獲移動

緑化工事の留意点 外来植物の使用禁止

建設副産物の再資源化率の向上
運搬時過積載防止措置で監視人の

配置監視。

従業員への安全作業、法令順守の周知 教育による徹底

協力業者への安全訓練の実施 各現場にて毎月実施

次年度の取り組み

〇
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6.環境経営計画の取組内容とその評価

　　◎＝よくできた　　　〇＝できた　　　△＝まだまだ　　　　×＝できてない

・ボランティア活動への参加

・事業所周辺の公共施設等の定期清掃

　中長期の目標を2019年度の実績を基準に各項目を毎年1％削減目標で活動してきましたが、

ここ数年の請負工事内容及び、請負金額が増えてる事などから、審査員のアドバイスを参考に

照明を一つ消す様な小さな節電でも全社員心掛けてます。

〇

環境配慮への取組 〇
・環境配慮工事の対応状況と監視

・各現場に適した配慮計画と実施

地域貢献活動の取組

・グリーン製品の購入、ネット等で検索

・再生材料の使用

7.　次年度の取組内容

今後、22年度実績結果から各項目の目標値を見直し削減に取り組みます
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廃棄物

一般廃棄物排出量削減 〇

削減

産業廃棄物排出量削減 △

・缶、瓶、ペットボトルの分別再資源化

・段ボール収集ボックスの利用

・可燃ごみ削減

・再資源化の徹底

・鉄等、再資源化で有価物となるものの分別

・電子マニフェスト利用の促進

水道使用量削減

　　　　　（令和4年度の取り組み内容と評価結果）

二酸化炭素

電力の削減 ✕

排出量削減

化石燃料の削減 〇

・室内不在時、昼休み時消灯、夜間残業の削減

・省エネ型電化製品への切替

・空調機器のメンテナンス

・過積載の防止

・建設機械、作業車、整備、点検

・建設機械は作業内容に応じたアクセル調整

・省エネ重機の使用、切替

✕

事務用品のグリーン購入

あらゆる資材も大幅に値上がってます。その中電力量の増加は夏季の連日の猛暑日での空調使用や

年度末の事務での仕事時間の増加に伴い目標を達成出来ませんでしたが元請工事量に比例しますが

〇

様々な要因から価格は高騰し大きな打撃を受けております。又、生コン、アスファルト、電気等

・漏水点検

・節水表示、呼びかけ農業用水の利用

化石燃料の削減では様々な取り組みを行っておりますが、ウクライナ情勢や為替の円安など



条項 遵守確認

第１２条

 ・マニフェストの保管(管理票の写しを5年間保管) 

第１２条第３項 〇

・保管場所に掲示板(0.6ｍ×0.6ｍ以上)の設置

第１０条

第１２条第５項

第５条

16条 〇

〇

消防法 ・火災予防(事業所、現場での火災予防) 〇

騒音規制法 ・低騒音・低振動型機械の使用 〇

第17条の3

施行令第１条

労働基準法 ・全項目遵守 〇

安全衛生法

8.環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価

当社に適用される主な環境関連法規の遵守事項は下記の通りです。

環境関連法規等の名称 適用項目

廃棄物処理法

産業廃棄物管理票

産業廃棄物の保管

 ・マニフェストの管理(A・B2・D・E票の回収) 

 ・マニフェストの期間内返却(D票を90日、E票を180日以内に回収) 

・管理票交付状況報告書の提出　（電子マニフェスト）

・管理票交付状況報告書の提出

・産業廃棄物収集運搬及び処分業者との委託契約

 ・飛散、流出、地下浸透の防止 

・委託処分場の処理実施状況確認（年1回以上）

第１２条第２項

第１２条第５項

遵守確認日　令和　5年　5月　31日　遵守確認者　環境管理責任者　川口 康司

建設リサイクル法
・特定建設資材廃棄物の分別

・特定建設廃棄物の再資源化
〇

〇

〇

家電リサイクル法 ・指定家電の収集、引渡し 第6条

自動車リサイクル法 ・使用済み自動車を登録、許可を有する適正な事業者へ引き渡す 〇第73条

〇

〇

浄化槽法

・保守点検及び定期清掃の実施

・法定検査の実施　　　（1回 / 年）

第１０条

第11条

・全項目遵守

振動規制法 ・低騒音・低振動型機械の使用 〇

省エネ法 ・エネルギー使用の合理化 〇

施行令第１条

第4条

道路交通法 ・工事関内容係遵守 〇
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5-2.環境関連法規の違反・訴訟の有無

　　　環境関連法規等への違反・訴訟等はありませんでした。

　　　また関係機関及び近隣からの指摘、苦情等も過去3年間ありません

　　　でした。

フロン排出抑制法 ・全ての第一種の特定製品の簡易点検　



・伊豆の国市建設業協会奉仕作業への参加
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　　世界遺産韮山反射炉付近の清掃　令和4年6月

9.地域貢献活動

   現場周辺　地域貢献活動の実施

公共施設付近の清掃

浮橋ふいれあい泉公園の草刈り作業　　　　　令和5年4月

小学校付近の清掃



　　　　　　　

10.エコアクション取組み活動・緊急時訓練活動

エコ活動取り組み方法、緊急事態を

環境教育の実施

各自提案し社員が知識を共有出来る

様に事務所に掲示しました。

環境緊急対応訓練実施2023年4月7日

法面からの転落事故発生想定訓練

産業廃棄物を適正業者にて処分状況。

石材処理状況

毎年暑さが厳しくなって

ます。熱中症にならない

ように水分補給と休憩を

しましょう。毎年6月より
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緊急対応訓練

伐採工具の点検整備実施

保護具点検



11.節電活動

こまめにスイッチOFF

定期的に掃除してま～す！！

夏は出来る限り自然風

ブラインドでの遮熱

元請工事現場にて、外注業者の工法見学及び安全巡視。

分別で資源ごみ。

ビン、缶、ペットボトルは
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14.廃棄物分別活動　　　　　　　　　　　　　　　　　　浄化槽法定検査2023年4月

エコアクション中間審査2022年12月9日　　岡部　審査員　　

きちんとリサイクル

濯いでキャップ、ラベルを

　工事現場の現地確認　　源氏山公園整備事業　伊豆長岡順天堂大学病院付近



12. 代表者による全体の評価と見直し

代表者評価

1 環境に関する組織
近年環境問題は多くの人が重要視し様々な活動が報告さ
れてます。社員教育で我社に適した取り組を話し合い取り
組んでます。

2 環境経営方針
年度替わりの稼働業務の緩やかな4月を目安に従業員の
スキルアップで業務に必要な資格の取得をサポートしてい
ます。

3 環境経営目標・計画
未達成の目標については国際情勢やコロナの影響も一つ
の要因でも有りますが、環境問題に適合した機材、システ
ムの入れ替えをしてます。

4 環境経営計画・取組項目
取り組み項目についての各自の提案を明確にし、内容を
共有してます。

5 環境関連法規等の遵守項目 関連法規の違反は有りません。工事の苦情、事故もありま
せん。

6 その他システム要素 BCPについての役割分担を明確化して教育を実施し周知
してます。

・代表者のコメント

・

・

・

令和 5年 5月 31日

株式会社　共進土建

代表取締役　土屋　靖志
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その様な経緯から、近年の営業実績から次の項目を見直します。

項　　　目

取
組
状
況
確
認

2023年5月8日から新型コロナウイルスの位置付けが5類に移行され、様々な感染対策規制が

緩和され3年ほど続いた対策は一つの節目を迎えましたが、その間に起きたロシアによる

ウクライナ侵攻などから、エネルギー、食糧、資材等の価格上昇は深刻な国際問題となってる中

我が社も資材、燃料の高騰は大きな悪影響を受けてます。そこで重機や社用車の燃料費削減対策

で、低価格の燃料供給会社への変更で年間のコスト削減を見込んでます。又、資材の発注も

環境経営目標を近年の営業実績状況より精査し、今後の目標を2022年度実績を基準に見直しする。

実施体制、環境経営方針、及び環境経営計画、実施体制に変更なし。

2023年度からは電力、ガソリン、軽油は3年後迄年、ー0.2％一般廃棄物は現状維持とし、

産業廃棄物量は施工状況で数値の設定が難しい為、実績値を把握し再資源化率を100％に

設定し水道使用量は年ー0.1％とする。

以前よりも綿密に設計を照査し適格な数量、品質を確認して誤発注をなくしてます。


